
 

 

 
2023 年 5月 22日放送 

 

｢第 37 回 日本乾癬学会 ① 
 

シンポジウム２－３ 乾癬患者の QOL」 
 

東京慈恵会医科大学 皮膚科 

教授 梅澤 慶紀 
重症度の評価 

本日は乾癬の QOL についてお話しさせていただきます。 
皮膚疾患では、皮膚の重症度とともに患者の QOL を重視し、治療計画をたてます。乾

癬の QOL 評価法はいくつかありますが、本日はその代表的な質問票と、その特徴につい

てお話します。 
乾癬の重症度の評価は、PASI

スコアや病変面積である BSA が

用いられます。PASI スコアは、

乾癬の皮疹を「紅斑」、「浸潤」、

「鱗屑」を重症度に応じスコア

化し、頭部、上肢、体幹、下肢

の 4 部位における病変面積の係

数を合わせて点数化されている

ものです。計算方法がやや煩雑

ですが、乾癬の重症度の評価法

として標準化されたスコアです。 
病変面積である BSA は、評価方法としては PASI と比べ簡便に評価できます。重症度は

皮疹の面積を示すもののため、個々の皮疹の重症度は評価できません。 
我々の施設で、PASI スコアと QOL の評価法である DLQI との相関性を検討しました。

多くの症例では、PASI スコアと DLQI スコアに相関性を認めました(図 1)。しかし、軽症

であっても QOL が損なわれている症例が 5～10％存在していました。即ち、我々が軽症



 

 

と考えている患者の中に、実は乾癬があることで日々の生活に支障を来している人が少な

からず存在していることが分かりました。 
QOL が低下し易い症例の特徴として、男女では女性が、年齢では若年者が、病変部位で

は頭、爪、露出部、などに病変がある場合に影響を受けるとされています。 
乾癬患者では、その外観

とともに、「かんせん」とい

う病名から、「うつる病気で

はないか？」「なんとなく気

持ち悪い病気」などと誤解

する人がいることから、患

者さんは少なからず嫌な思

いをするケースがありま

す。そのため、身体的にも

精神的にも QOL が障害され

ていることが報告されてい

ます。そして、その QOL は

糖尿病や癌患者よりも低いという報告があります(図 2)。 
重症度基準の 1 つとして、「Rule of 10」という考え方があります。これは、「PASI スコ

アが 10、BSA が 10％を超える症例では、重症とみなした方が良い」という基準を示した

ものです。この Rule of 10 の中に DLQI が含まれており、DLQI が 10 を超える患者で

は、QOL の観点から積極的な治療を検討することが提言されています。 
 
DLQI 

DLQI について話を

します(図 3)。DLQI
は皮膚疾患で標準的に

用いられる QOL の質

問票で、最近 1 週間の

QOL を評価します。

質問の項目は、「痒み

などの自覚症状」、「不

安などの心理的因

子」、「日常生活の制

限」、「勉強、仕事への

影響」、「友人、恋人な



 

 

どとの人間関係」、「治療の煩わしさ」などの 10 個の質問でスコア化します。  
ここでは、DLQI をイメージしやすいように、学会発表前の QOL に例えてみたいと思

います。先生方は、発表 1 週間前に不安になることはないでしょうか？準備で忙しく、プ

ライベートでの買い物に出かけることが少なくなったりしないでしょうか？服装に気を使

わなくなることはありませんか？友達に飲み会に誘われても参加しないのではないでしょ

うか？ジムに通っていたとして、お休みしたりしませんか？恋人と会う時間が減ったりし

ませんか？忙しくて家やデスクの片付けができず散らかったりしませんか？これらの項目

がある程度当てはまる場合は、DLQI が 10 点くらいのスコアです。乾癬患者で「DLQI 
10 点が長期間続く」という意味は、学会発表を年間に 10～20 回以上行うことと同程度の

イメージです。生活の質がどの位低下しているか、想像できると思います。 
 
PDI 
 続いて、乾癬患者

専門に作成された

QOL の質問票の

PDI について説明し

ます(図 4)。DLQI
は皮膚疾患全般に使

用可能な QOL の評

価方法ですが、PDI
は乾癬患者専用の評

価方法です。QOL
の期間は、DLQI が
1 週間であるのに対

し PDI は 1 ヶ月と

なっています。これは、乾癬が慢性の疾患であることを意味しています。質問数は、

DLQI が 10 項目であるのに対して、PDI は 15 項目に増えています。その理由は、乾癬患

者特有の悩みに関する質問が追加されているためです。PDI では、服装に関する質問が 2
つあり、服の種類や色、着替えや洗濯の回数に関する質問があります。また、美容院や理

髪店に行くことへの支障や、入浴回数に関する質問もあります。これらの項目は、乾癬と

いう疾患が頭部に生じることが多く、フケや鱗屑の問題が生活に支障を来しやすいことを

反映しています。このように PDI は乾癬患者特有の生活に関する質問を多く含んでいま

す。したがって、乾癬患者の QOL をより正確に把握したい場合は DLQI ではなく PDI で
評価を行った方が良いと考えられます。 
 
 



 

 

HAQ 
 次に乾癬性関節炎

に関する QOL の質

問票について説明し

ます。関節症状の評

価で用いられる質問

票の 1 つに HAQ が

あります(図 5)。
HAQ は元々、関節

リウマチの機能評価

に関する質問票で

す。乾癬性関節炎に

対しても同様な評価

が可能とされていま

す。質問項目の内容は、日常生活における関節症状に伴う障害について 20 個の質問で構

成されています。例えば、衣類を着る時にボタンをしめることができるか、食事の時にお

茶碗やコップを持つことに困らないか、お風呂でタオルを使って体を洗うことができる

か、歩行の問題や階段の「登り降り」に不自由はないか、水道の蛇口の開け閉めができる

か、などの質問があります。これらの質問は、関節症状があることで、日常生活で障害と

なる事項です。我々皮膚科医は関節症状があることで、患者が日常生活で具体的にどのよ

うな問題が生じているか、理解するうえで、HAQ の質問票を活用することは有用と考え

ます。 
 
PASE 
 次に乾癬性関節炎の質問

票の PASE について説明し

ます(図 6)。PASE は、症状

に関する質問 7 つ、日常活

動に関する質問 8 つの合計

15 個の質問から構成されて

います。PASE の良い点

は、「症状」と「機能」の 2
つの評価ができることで

す。そして、スコア結果に

よって乾癬性関節炎と診断

することもできます。症状



 

 

に関する質問では、1 日中倦怠感がある、指全体がソーセージ様に腫れる、関節の疼痛部

位が移動する、などの乾癬性関節炎の特徴的な症状に関する質問があります。機能に関す

る質問では、指輪や腕時計をすることが困難である、朝のこわばりが 2 時間以上続く、な

どがあります。PASE の質問票は HAQ と同様に乾癬性関節炎の症状をよく現しており、

診察時にチェックすべき事項が含まれています。 
 
QOL の質問票の課題 
 最後に、QOL の質問票の課題についてお話をします。乾癬に限らず質問票の調査に共通

して言えることは、正確性を追求すると質問項目が多くなってしまいます。質問が多いこ

とで回答するための時間がかかり、患者には負担をかけることになってしまいます。ま

た、臨床試験などで同じ質問票を定期的に実施すると、回答者に「馴れ」が生じ、結果と

して不正確な結果となる場合があります。QOL を定期的に評価することは乾癬の診療で重

要ですが、限られた時間内で多くの質問票を実施することは現実的に困難です。従って、

患者の病状に合わせて適切な質問票を選択し、実施することが必要となります。また、対

象者の年齢に関しては、一般的な質問票が成人を基準に作成されているため、小児や高齢

者には不適当な質問項目が含まれている場合があります。  
また、患者が精神的な問題、例えば「不定愁訴が多い」、「心配性」などがある場合は、

バイアスが生じる可能性があり、スコアが高くなる傾向があります。 
  
本日は、乾癬の QOL の質問票についてお話しました。QOL が低下しているかどうか

は、患者の訴えや病状によって、ある程度推察できます。しかし、一部の患者では、その

外観や検査結果では判断できない場合もあります。乾癬患者や乾癬性関節炎患者の日常生

活の困っていることを知るためにも、質問票が役立ちます。本日の話題が、先生方の診療

の一助になれば幸いです。 
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